
ハイブリッド開催
テクノサポート岡山 中会議室

（岡山市北区芳賀 5301）

オンライン（Zoom）

主催：

定 員

対 象 者

令和４年

10

デジタル化を成功に導くキーパーソンデジタル化推進セミナーⅡ

▶しゃいんの レベルを あげる

しゃがいから スカウトする

すけっとを たのむ

とりあえず セミナーに さんかする

デジタルの かつよう

どうやってする？

第二回 デジタル化推進セミナー

デジタル化を成功に導くキーパーソン
～成功事例から学ぶ 各ステージにおけるデジタル人材の役割～

参 加 費

そのみちの プロの はなしをきく

せいこうしゃの はなしをきく

若手リーダーが進めるＲPＡで働き方改革
効率化で残業時間短縮とモチベーションアップ

独自IoT・進捗管理システムで生産性向上
外部との共同開発で A T M 実現

（安価・短期・見える化）

ITコーディネータ

アイティ経営研究所 代表 中尾 克代

中小企業のDX推進とデジタルキーパーソン
未来は創り出せる！チャンス到来！

キミセ醤油株式会社

代表取締役社長 永原 琢朗

丸五ゴム工業株式会社

執行役員 塩津 弘康

13:35▶14:35
（60分）

14:50▶16:10
（各40分）

13:30

16:102/

リアル参加 先着30名

オンライン 定員なし

県内中小企業の経営者、

管理・監督者、担当者等
※支援機関の経営指導員等の参加もOK‼

無料

岡山県委託事業

開催方法

木0

令和４年度中小企業デジタル化推進事業
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お申込み・
詳細は裏面へ



会社名 氏 名

所 属 役 職

E-mail ＠ TEL

所在地
〒 －

参加方法

どちらかを〇で囲ってください。 オンライン視聴の希望者には、事前に視聴用URLをお知らせします。

従業員数

該当する従業員数を○で囲んでください
① 0～ 10人 ② 11 ～ 30人 ③ 31～ 50人 ④ 51～100人 ⑤101～200人
⑥201～300人 ⑦301人～

業 種
該当する業種を○で囲んでください
①農業・林業・漁業 ②建設業 ③製造業 ④運輸業 ⑤卸売・小売業 ⑥飲食業 ⑦宿泊業
⑧医療・福祉 ⑨サービス業 ⑩支援機関 ⑪その他（ ）業

オンライン視聴 会場参加

※取得した個人情報は、当セミナー運営のほか、岡山県や（公財）岡山県産業振興財団等が行うアンケート調査の目的で使用する場合があります。本人の許可なく、第三者に開示・提供す
ることはありません。

下記URL（QRコード）から登録もしくは、以下の参加申込書にご記入の上、メールまたは
FAX（086-286-9627）にてお申込みください。
URL： https://www.optic.or.jp/okayama-ssn/event_detail/index/2689.html

【お問い合わせ先】

第二回 デジタル化推進セミナー
デジタル化推進に当たって、ノウハウやスキルをすべて社内で確保することは、中小企業にとって簡単ではありません。そのため、デジタル

化に成功している多くの企業では、ITベンダやITコーディネータ等の外部人材を活用することにより取組を推進しつつ、その過程を通じ

て内部人材の育成にも取り組んでいます。

本セミナーは、デジタル化のどのタイミングでどのような人材を活用すれば良いのか、どのような人が社内のデジタル化の推進者（キー

パーソン）として適任なのかを、講演や事例を通じて考えていただくことを目的としています。ぜひご参加ください。

T E L ：086-286-9626
F A X ：086-286-9627
E-mail：sinfo@optic.or.jp

経営支援部 中小企業支援課
（担当：平松）

丸五ゴム工業株式会社

キミセ醤油株式会社

ITコーディネータ、熊本県菊池市出身。熊本県企画開発部を

経て、デザイン専門学校副校長や、電子器機メーカーの品質管

理を担当、2010年にアイティ経営研究所を創業し、中小企業

がかかえる様々な課題の整理、IT活用支援を行っている。他に

も、品質ISO審査員、農林水産省６次産業化エグゼクティブプ

ランナー、日本政策金融公庫課題解決サポーター等、幅広く活

躍している。

令和３年には、優れたパートナーシップによりDX推進体制を構

築した経営者とITコーディネータを表彰するITコーディネータ協会

表彰において、最優秀賞と優秀賞をW受賞する等、実力と実

績は折り紙つき。

事例紹介企業講師

中尾 克代 （なかお かつよ）

｢Oh マルゴーッ‼」のCMでお馴染みの丸五グループの内の1社で、主に自動車用ゴム部品製造販売業

を営む。県内に2箇所の生産拠点を有する他、アメリカ・中国等海外にも5箇所の拠点を持つ。目まぐる

しく変化する環境に対応するため、研究開発や人材育成に力を入れている。また地元のITベンダとの共

同開発により自社仕様の進捗管理システムを導入して、生産性向上や品質向上に全社的に取り組ん

でいる。令和元年度「おかやまIT経営力大賞」で大賞を受賞した功績も持つ。

全国でも珍しく大豆から醤油に至るまでを一貫製造・自社販売する企業。良質の素材「五穀」を使用し

たり、「備前焼大甕調法」や調熟中にモーツァルトを流すといった独自の製造手法を用いる。また営業担

当者が電話や訪問で「御用聞き」をして販売する、「古くて新しい」企業。きめ細かな営業活動のために

従業員の退社時刻が遅くなるといった問題を、RPAの導入により解決した取り組みが高い評価を受け、

中小企業庁が発行する令和3年度中小企業白書で先進事例として紹介されている。

参加申込書

申込期限

10月17日㈪まで

【参加申込方法】

mailto:sinfo@optic.or.jp

